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研究成果の概要（和文）：分類空間 B(Z/p)n はいくつかの成分に安定分解する。一般の n で、

その性質を調べるのは難しいが、その中でも比較的性質のよい Steinberg 成分 M(n) の性質を

研究した。具体的には Hurewicz 像の計算を行った。以前の研究により、0 か Z/p (0 でない) 

のどちらかであることは分かっていた。また、その研究である程度の部分が 0 になることもわ

かっていたが、さらに研究を進めほとんどが 0 になることを決定した。完全には決定できてい

ないが、n=1 の場合の結果から 0 になる部分はすべて決定したと予想している。 
 
研究成果の概要（英文）：The classifying space B(Z/p)n  splits stably. Though it is difficult 
to study a stable summand of B(Z/p)n in general, I researched the Steinberg summand M(n) 
which has various good properties. I calculated on the Hurewicz image of M(n). We see 
that the Hurewicz image is equal to 0 or Z/p in any dimension from the previous papers. 
The results in the papers imply that the Hurewicz image is equal to 0 in some dimensions. 
By this research, I determined that the Hurewicz image is equal to 0 in most dimensions. 
Though it is not determined completely, I expect that the indeterminate part is Z/p from 
the result in the case n=1. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 以前に、分類空間 B(Z/p)n の Steinberg 

成分 M(n) の研究を行った。具体的には 
Steenrod 代数上の加群としての極小生
成元の決定した。特にこれにより 
Hurewicz 像がある程度絞られる。M(n) 
は比較的よい性質があることが知られて
いるので、引き続き M(n) の研究を行っ

た。 
(2) 形式群と一般（コ）ホモロジーとの間に

は深い関連があることが知られている。
以前の研究により、加法形式群の自己同
型群と mod p ホモロジーの余作用素 H*H
と関連付けることで、H*H の構造を新し
い方法で決定した。他のコホモロジーで
も同様に考えた。 
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２．研究の目的 
(1) 最終的な目標は M(n) の安定ホモトピー

群の決定である。ただ、簡単な目標では
ないので関連する M(n) の性質を調べる
ことを目標とした。まず以前の研究成果
からある程度のことがわかるので、
Hurewicz 像の完全決定を目指した。 

(2) 分類空間 BZ/p と加法形式群の自己同型
群は mod p 通常ホモロジーの安定ホモ
ロジー余作用素 H*H の構造に重要な役割
を果たす。これにより今までに知られて
いた方法より簡潔な方法で H*H の構造が
得られる。それ以外のホモロジーの安定
ホモロジー余作用素を、分類空間と形式
群の自己同型群を使って決定することを
目標とした。 

 
３．研究の方法 
(1) M(n) の mod p Hurewicz 写像の像を完全

に決定することを目標とし研究を行った。
Hurewicz 像が各次元で Z/p か0 になる
ことは、以前の研究からすぐに得られる。
まず 0 になる部分の計算をした。Mod p 
Hurewicz 像は primitive な元 
PH*(M(n))の中に含まれる。また 
Hurewicz 写像はBrown-Peterson ホモロ
ジーを経由する。特に、そのprimitive な
元で生成される部分集合 PBP*(M(n))を
経由する。PH*(M(n)) と PBP*(M(n)) の元
の指数を比較することで、ある次元では
0 以外の元が Hurewicz 像になりえない
ことを示した。 

(2) 以前の研究により、H*H の Hopf 代数構
造を加法形式群の自己同型群と関連付け
て決定した。特に p が奇素数のときは 2 
次加法形式群を使うことでうまく決定で
きた。P が奇素数のとき、Morava K 理論
の余作用素 K(n)*K(n) の構造はすでに
柳田により知られているが、H*H と似た
構造がある。まず、その部分を、形式群
を使うことで代数的に記述した。またそ
れらは、分類空間 BZ/p と BS1 を使うこ
とで形式群と K(n)*K(n) を関連づけら
れる。 

 
 
４．研究成果 
(1) M(n) の Hurewicz 像がほとんどの次元

で 0 になることを示した。B(Z/p)n 全体
の Hurewicz 像に関しては南の結果があ
る。ただ、完全決定には程遠く非常に難
しいと想定される。そのなかでも比較的
良い性質を持つ M(n) に制限することで
ほとんどすべての Hurewicz 像を決定で
きた。また最近の結果では、Arone, Lesh 
は M(n) の bu での類似物を構成してい
る。引き続き Hurewicz 像の研究を続け

るとともに、最新の研究との対比を行い
ながら研究を進める。 

(2) K(n)*K(n) と代数的に同型になるものを、
形式群の自己同型群を使って構成した。
また、それらは BZ/p と BS1 を使って関
連付けることができる。あとは、代数的
に構成したものと K(n)*K(n) を直接関
連付け、同型になることを示せれば、簡
潔な方法で K(n)*K(n) を決定できるこ
とになる。ただ H*H と同じ方法は使えな
いので違う方法を模索する。 
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